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■研究の背景・目的 
再生骨材は、骨材の表面に付着しているモルタルの吸水率が砂利や砕石よりも大きく、その変

動も大きい。そのため、再生骨材を用いたコンクリートの性質は、骨材の品質の善し悪しによ

って大きく左右される。そこで、再生骨材を用いたコンクリートが所要の性質を得るように、

再生骨材に必要な品質を、簡便かつ迅速に評価する手法を提案することにした。さらに、評価

された骨材の品質を用いて、コンクリートの圧縮強度などを予測する手法について検討した。 

■概 要 
再生骨材の品質を、吸水率や密度以外に骨材の強さを測って評価する。骨材の強さ（骨材強

さ係数）は、図－1 に示すように骨材破砕試験（容器に充填された骨材を押しつぶす）を行って、

その時の沈下曲線から求める。図－2 に、再生骨材と砕石との混合割合を変化させた試料の骨材

強さ係数を示す。 
コンクリートの強度を予測する方法は図－3 のような流れである。その考え方は、砕石に再生

骨材を混合して使用した場合に、砕石のみを用いたコンクリートに比べてどの程度強度が変化

するのかを、図－2 の骨材強さ係数を用いて判断することによって、圧縮強度を予測する。 
また、同様の考え方を用いて乾燥収縮率についても予測する。 

 
■結 論 
再生骨材コンクリートの圧縮強度と乾燥収縮を、骨材強さ係数を用いることによって予測す

ることができた。 
今まで再生骨材コンクリートの品質を明確に表示できなかったことが、骨材に係わる指標を

用いることで、コンクリートの品質を定量的に予測することができるようになった。再生骨材

コンクリートがなかなか利用されない理由は、品質が不明確であることも一因であり、このよ

うな手法で簡単かつ迅速に把握できるようになれば、再生骨材コンクリートの利用も促進され

ると考えている。   
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骨材性能指標

　　 Is ＝ (Sr － Ss) ／ Ss

　　　　Ｉｓ：骨材強度指標

圧縮強度の予測

　Fe ＝ Fs×ÄF
　　ÄF ：強度変化率

　　ÄF ＝ （1 － α fs・Ｉｓ・ｇ）
図－１ 骨材破砕試験 図－２ 骨材強さ係数 

図－３ 強度予測の流れ 


